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まちの話題まちの話題（P26～ 27）（P26～ 27）

　今月号の表紙は、新規就農者研修農場「朝
日里山ファーム」で有機農業に取り組む研修
生の皆さんを撮影しました。有機野菜を通じ
て人と地域がつながる石岡の食の未来を感じ
ていただければ幸いです。
【写真（左から）】
富田嵐さん・富田菜穂さん
越智祐紀さん・越智雅浩さん

表紙題字　橘吉也 氏（寄席文字書家／石岡市在住）

今月の表紙は
「朝日里山ファームで有機農業
に取り組む研修生の皆さん」

第3回石岡つくばねハーフマラソン大会が開催
されます。
　茨城空港の玄関口に位置する本市の大会に、スカ
イマークが冠スポンサーとしてご支援くださること
となりました。北海道から茨城空港を利用した参加
ツアーも企画され、昨年に引き続き 3,000 人を超
える申し込みが寄せられています。
　恒例の前夜祭では、ゲストランナーのラミちゃん
ファミリーや下門美春さんを迎えたトークショーの
ほか、石岡の地酒や石岡のおまつりのお囃子など、
地域の魅力を存分に感じていただける内容となって
います。また、前夜祭および大会当日には、ステー
ションパークに地元事業者等が出店し、特産品や土
産品の販売を通じて、来訪者と地域をつなぎます。
　本大会が交流人口の拡大と地
域経済の活性化につながること
を期待するとともに、市民の皆
さんには、沿道での応援や前夜
祭へのご参加を通じて、大会を
共に盛り上げてい
ただければ幸いで
す。
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東洋製罐株式会社は、1917
年創業の総合容器メーカーで
あり、100年以上にわたり “包
む ” 技術を磨き続けてきた。
缶や PETボトル、スプレー缶、
レトルトパウチ、詰め替え用パ
ウチなど、日常生活に欠かせな
い多様な容器を製造している。
国内外に幅広いグループ企業
を展開し、時代のニーズに応
じた容器づくりを通して人々
の暮らしに貢献してきた。ま
た、社員一人ひとりを「人材」
ではなく「人財」として捉え、
若手の育成や技術の継承にも
力を注いでいる。

取材協力企業
東洋製罐㈱石岡工場

　﹁
地
元
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
入
社
を
決
め
ま
し
た
﹂
と
話
す

の
は
︑
製
造
第
一
課
に
勤
務
す
る
髙

草
木
陸
生
さ
ん
︒
入
社
以
来
︑
飲
料

缶
の
蓋
を
製
造
す
る
部
署
に
所
属

し
て
お
り
︑
飲
み
口
や
プ
ル
タ
ブ
を

成
形
す
る
工
程
を
担
当
し
て
ま
す
︒

製
品
寸
法
は
ミ
ク
ロ
ン
単
位
で
の

調
整
が
必
要
で
︑
常
に
細
心
の
注

意
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒﹁
よ
り
良
い

製
品
を
効
率
よ
く
︑
そ
し
て
な
に

よ
り
安
全
に
モ
ノ
づ
く
り
を
す
る

こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
﹂
と
真

剣
な
表
情
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
︒

　
最
近
で
は
︑
一
人
で
任
さ
れ
る

作
業
も
増
え
︑﹁
若
い
人
た
ち
が
こ

れ
か
ら
引
っ
張
っ
て
い
く
ん
だ
よ
﹂

と
先
輩
に
声
を
か
け
ら
れ
た
こ
と

が
︑
仕
事
へ
の
自
覚
と
や
り
が
い

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
︒

﹁
今
後
は
さ
ら
に
多
く
の
仕
事
を
任

さ
れ
る
よ
う
な
"人
財"

に
な
り

た
い
で
す
﹂
と
︑
前
向
き
な
意
欲

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
︒

春になると桜がとてもきれいでおす
すめです。日本一の大きさの獅子頭
展望台や、遊具もあっていつも賑
わっています。

常陸風土記の丘

わたしの

石岡市の企業で働く人をご紹介します。

人との関わりの中で

自分の成長を感じています。

OFFOFF

石岡市柏原 8-2　℡ 0299-24-2711
代表者：工場長　森　周
創業年：1977年　
従業員数：319名（男性 287名／女性 32名）
勤務時間：8:00 ～ 16:30（別途交替勤務有）
有給休暇の平均取得率：67％
その他認定制度：健康経営優良法人 2025、スポーツエールカンパニー

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
―
―

HP　　　　Instagram
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のんびりのんびりのんびり

野
球
が
趣
味
で
普
段
か
ら
練
習
も

し
て
い
ま
す
。

職
場
に
も
野
球
チ
ー
ム
が
あ
り
、

仙
台
工
場
と
交
流
試
合
も
行
っ
て

い
ま
す
。
年
代
関
係
な
く
、
職
場

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
る
の
で
嬉
し
い
で
す
！

東
洋
製
罐
㈱　
製
造
第
一
課

髙
草
木　
陸
生
さ
ん
（
25
）

石
岡
市
出
身
・
在
住
。
２
０
１
９
年
入
社
。

た
か
く
さ
き
　
　
　
　
り
き

問　産業プロモーション課　℡  23-5501本

場所：石岡市染谷１６４６
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問ハーフマラソン実行委員会（スポーツ振興課内）
℡43-1111（内線1442）

2月15日日開催！

第 3回
石岡つくばねハーフマラソン　

全国から多くの皆さまにご参加いただき、 大会関係者一同、 心より歓迎

いたします。 皆さまにおかれましては、 ゲストランナーのラミちゃんファミ

リー ・ 下門美春さんをはじめ、 ランナーの皆さまをコース沿道より応援して

いただけますと幸いです。

　2 月 15 日日午前 9 時 30 分より国分町府中 3 丁目交差点からスタート

いたします！皆さま応援よろしくお願いいたします！

SKYMARK Presents

Live every moment ！　

ハーフマラソンコース

広報いしおか　2026.2.1（No.488）　４



一般 5㎞の部

中学生 2.2㎞の部

親子・小学生 2.2㎞の部

種目 スタート時間

ハーフマラソンの部 午前９時 30分

一般５㎞の部 午前 10時 15分

中学生３㎞の部 午前 10時 30分

小学生 2.2㎞の部 午前 10時 50分

親子 2.2㎞の部 午前 10時 55分

2.2kmコース

3kmコース

5kmコース

フィニッシュ地点

スタート地点

進行方向

トイレ 給水所 救護所 災害避難所

５　広報いしおか　2026.2.1（No.488）
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２月 15日日交通規制のお知らせ

５　広報いしおか　2026.2.1（No.488）

当日のお願い
 ・マラソン大会の開催にあたり、石岡市内・かすみがうら市内のコース及び周辺道路では交通
   規制 ( 車両通行止め）が行われます。
 ・規制時間は目安であり、当日の競技状況によって変わる場合がございます。
・自転車ならびに歩行者であっても、原則としてマラソンコースは自由に横断できません。
　大会スタッフまたは、警察官の指示に従ってください。

【交通規制エリア】
　　　　　　　9:00 ～ 13:00
　　　　　　　9:00 ～ 12:30
　　　　　　　9:00 ～ 11:30
　　　　　　　9:15 ～ 12:00
　　　　　　　9:15 ～ 12:00

２月 15日日交通規制のお知らせ

大会HPは
こちらから▶

交通規制について
詳しくはこちらから▶

安心・安全な大会運営のため、皆さまのご協力
をお願いします

７　広報いしおか　2026.2.1（No.488）



石
岡
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
役
員
研
修
会
を
開
催

　
11
月
11
日
火
、
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

調
理
室
に
て
「
石
岡
市
食
生
活
改
善
推

進
員
協
議
会 

役
員
研
修
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
令
和
6

年
度
に
開
催
さ
れ
た
「
第
19
回
全
国
学

校
給
食
甲
子
園
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
八
郷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
献
立
を

再
現
し
ま
し
た
。

　
食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）
は
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の

手
で
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
を
通
し

た
健
康
づ
く
り
を
地
域
で
進
め
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
は
、
調
理
を
通
し
て
有
機
野
菜
の

魅
力
と
給
食
の
工
夫
を
学
び
ま
し
た
。

❶
全
国
学
校
給
食
甲
子
園 

優
秀
賞
レ
シ
ピ
を
再
現

❷
畑
か
ら
給
食
へ
　
有
機
野
菜
の
物
語
　
有
機
生
産
者
・
武
藤
大
悟
さ
ん

東
小
学
校
で
授
業
と
交
流
給
食

　
11
月
19
日
水
、
東
小
学
校
に
て
、
市

内
で
有
機
農
業
を
営
む
武
藤
大
悟
（
む

と
う 

だ
い
ご
）
さ
ん
を
招
い
た
授
業
と

交
流
給
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
5
年
生
の
児
童
た
ち
は
、
毎
日
食
べ

て
い
る
給
食
の
食
材
が
、
ど
の
よ
う
に

育
て
ら
れ
て
い
る
の
か
を
、
生
産
者
本

人
か
ら
の
言
葉
で
学
び
ま
し
た
。

　
児
童
か
ら
は
「
野
菜
を
育
て
る
大
切

さ
が
わ
か
り
ま
し
た
」「
給
食
を
残
さ

ず
食
べ
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
、
食
材
や
生
産
者
へ
の

関
心
を
高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▶
有
機
野
菜
を
通
し
て
児
童
た
ち
と

交
流
を
深
め
る
武
藤
さ
ん

特集特集　肥沃な大地から、未来の食卓へ　肥沃な大地から、未来の食卓へ

つくる・学ぶ・食べるつくる・学ぶ・食べる
　　　有機野菜がつなぐ　　　有機野菜がつなぐ
　　　　　　　　いしおかの食　　　　　　　　いしおかの食

【優秀賞を受賞した献立】
・有機米のごはん
・あじのレモン醤油ソース
・塩こうじかきたま汁
・豚ごぼう味噌炒め
・牛乳
・石岡市のみかん

▲石岡市産の有機栽培の食材として使われたのは、お米・小松
菜・にんじん・ねぎです。素材の旨味を生かし、塩分を控えた
やさしい味付けでも、満足感のある一品となりました。

▲研修会の様子。市内で育てられた有機野菜を実際に調理し、
味わうことで、地域の食と健康を支える役割を改めて確認する
機会となりました。

広報いしおか　2026.2.1（No.488）　８



園
部
保
育
所
で
有
機
野
菜
の
給
食
を
提
供

11
月
10
日
月
、
園
部
保
育
所
で
、
有

機
野
菜
を
使
っ
た
給
食
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。地
元
の
有
機
野
菜
を
取
り
入
れ
、

園
児
た
ち
が
食
を
通
し
て
地
域
や
環
境

に
つ
い
て
親
し
む
取
り
組
み
の
一
環
で

す
。
園
児
た
ち
か
ら
は
「
や
さ
い
、
お

い
し
い
」「
ぜ
ん
ぶ
、た
べ
た
よ
」と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
、
給
食
を
楽
し
む
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

❸
未
来
を
つ
く
る
一
口
　
有
機
野
菜
給
食
　

▲「ぜんぶ、たべた
よ！」と満面の笑み
でポーズを決めてく
れました。

石
岡
市
は
︑
肥
沃
な
大
地
と
温
暖
な

石
岡
市
は
︑
肥
沃
な
大
地
と
温
暖
な

気
候
に
恵
ま
れ
た
農
業
の
盛
ん
な
地
域

気
候
に
恵
ま
れ
た
農
業
の
盛
ん
な
地
域

で
す
︒
市
で
は
︑
こ
れ
ま
で
環
境
へ
の

で
す
︒
市
で
は
︑
こ
れ
ま
で
環
境
へ
の

負
荷
を
抑
え
た
環
境
保
全
型
農
業
に
取

負
荷
を
抑
え
た
環
境
保
全
型
農
業
に
取

り
組
み
︑
令
和

り
組
み
︑
令
和
77
年年
33
月
に
は
﹁
オ
ー

月
に
は
﹁
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
﹂
を
行
い
ま

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
﹂
を
行
い
ま

し
た
︒

し
た
︒

　
有
機
農
業
を
通
じ
て
︑
地
産
地
消
と

　
有
機
農
業
を
通
じ
て
︑
地
産
地
消
と

食
育
を
推
進
し
︑
次
世
代
に
つ
な
が
る

食
育
を
推
進
し
︑
次
世
代
に
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
︒

ま
す
︒

　
本
特
集
で
は﹁
つ
く
る
﹂﹁
学
ぶ
﹂﹁
食

　
本
特
集
で
は﹁
つ
く
る
﹂﹁
学
ぶ
﹂﹁
食

べ
る
﹂
の
三
つ
の
視
点
か
ら
︑
石
岡
市

べ
る
﹂
の
三
つ
の
視
点
か
ら
︑
石
岡
市

の
有
機
農
業
の
一
貫
し
た
取
り
組
み
を

の
有
機
農
業
の
一
貫
し
た
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
︒

紹
介
し
ま
す
︒

人
に
も
地
球
に
も
や
さ
し
い
有
機
農
業

　
武
藤
さ
ん
は
「
せ
っ
か
く
農
業
を
や

る
な
ら
人
に
も
地
球
に
も
や
さ
し
い
方

法
で
」
と
有
機
農
業
を
選
ん
だ
理
由
を

語
り
ま
す
。
微
生
物
の
力
を
生
か
し
た

土
づ
く
り
な
ど
、
環
境
へ
の
負
荷
を
抑

え
な
が
ら
野
菜
を
育
て
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
に
自
分
が
食
べ
て
い
る
も
の

や
環
境
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
が
、
授
業
と
交
流
給
食
を
通
し

て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

▲武藤さんによる有
機野菜の特別授業

▲武藤さんが生産した有機野菜
を手に取る児童たち

【当日の献立（写真左）】
ごはん・つくね焼き・小松菜のおかか和え・かぶのみそ汁・ミ
ニゼリー。石岡市産の有機栽培の食材として使われたのは、小
松菜・かぶ・かぶ葉・にんじん・ねぎです。
笑顔で給食を楽しむ園児たち（写真右）。

【石岡市食生活改善推進員協議会に関すること】
問健康増進課 石岡保健センター   ℡ 24-1386
　　　　　　 八郷保健センター　℡ 43-6655

【学校給食に関すること】
問学校給食課 石岡学校給食センター　℡ 22-6286
　　　　　　 八郷学校給食センター　℡ 36-5252

【保育園給食に関すること】
問　こども未来課　℡ 23-5583

【有機農業の推進に関すること】
問　農政課　℡ 43-1111支

本
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日
里
山
学
校
に
お
い
て
12
月

6
日
土
「
い
し
お
か
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
フ
ェ
ス
ｉ
ｎ
や
さ
と~

生い
の
ち命

つ
な
げ
る
・
つ
な
が
る
・
未
来
へ~

」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。本
イ
ベ
ン
ト
は
、

令
和
7
年
3
月
に
市
が
行
っ
た
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
」
を
受
け
、

有
機
農
業
が
盛
ん
な
石
岡
市
の
魅
力
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
市
制
施
行
20
周
年
の
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
、
地
元
有
志
を
中
心
に

初
め
て
開
催
さ
れ
た
催
し
で
す
。

　

当
日
は
、
市
内
農
家
の
皆
さ
ん
が
育

て
た
有
機
農
産
物
の
販
売
や
収
穫
体
験
、

有
機
食
材
を
使
っ
た
飲
食
の
出
店
、
展

示
、
映
画
上
映
な
ど
が
行
わ
れ
、
千
人

を
超
え
る
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
会
代
表
の
柴
山
進
さ
ん
は

「
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
や
農
の
体
験
を
通

じ
、
人
と
自
然
が
支
え
合
う
営
み
を
次

世
代
へ
と
受
け
継
ぎ
、
地
域
で
有
機
農

業
を
育
て
た
い
思
い
で
、
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
魅
力
を
伝

え
ら
れ
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
、
笑

顔
で
語
り
ま
し
た
。

  

本
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
有
機
農
業

や
地
元
の
食
材
へ
の
理
解
を
深
め
、
食

と
環
境
、
地
域
の
未
来
を
考
え
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

問　
農
政
課

　
（
内
線
１
１
５
0
）

▲ 出店者やボランティアスタッフなどイベント関係者の皆さん

朝支

いしおかオーガニックフェスいしおかオーガニックフェス in やさとin やさと
~~生生

い の ちい の ち

命命つなげる・つながる・未来へ ~つなげる・つながる・未来へ ~

▲ 実行委員会代表の柴山進さん
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自治体および民間団体等と災害時の応援協定を締結しています 
　石岡市で締結している災害時応援協定の一覧です（令和 7 年 11 月末現在） 。
　災害時応援協定を締結することにより、大規模災害が発生した際、食料や飲料水などの救援物資や応急
対策用資機材の提供のほか、災害救助および災害復旧に必要な職員の派遣、避難住民の受け入れなどにつ
いて相互に協力し合う体制を整えています。石岡市では、今後も各種民間団体等との協定締結を推進し、
大規模災害に備えていきます。 問　防災危機管理課　Tel 23-7284

市・区との協定 ※掲載は順不同です
東京都文京区 宮城県多賀城市 福島県いわき市 
ひたちなか市 かすみがうら市 

いばらきコープ生活協同組合 コカ・コーラボトラーズジャパン
株式会社 

茨城県高圧ガス保安協会
県南支部石岡部会

茨城県コミュニティーガス事業防災会 新ひたち野農業協同組合 やさと農業協同組合

株式会社ティーアップ NPO 法人コメリ災害対策センター 株式会社カスミ 

株式会社カインズ 株式会社サンドラッグ 株式会社アペックス関東第二支社

三浦紙器工業株式会社 株式会社トキワ 一般社団法人
日本キッチンカー経営審議会 

アオキ株式会社

茨城県建設業協会土浦支部石岡分会 茨城県電気工事業工業組合石岡支部 一般社団法人エコシス

八郷地区災害時水道支援協力会 湖北水道企業団 石岡市測量設計業協会 

総合開発協同組合 東京石灰工業株式会社石岡工場 東京電力パワーグリッド株式会社
土浦支社

水戸信用金庫 

市内社会福祉法人 15 法人 17 施設 株式会社マリアージュ吉野 株式会社友水（HOTEL SOSHA） 

茨城県立石岡特別支援学校 株式会社ダイナム 株式会社デベロップ

茨城県立石岡第一高等学校 茨城県立石岡第二高等学校 

石岡郵便局 
NTT 東日本株式会社
茨城支店茨城災害対策室

 株式会社ゼンリン

茨城大学航空技術研究会 東電タウンプランニング株式会社
茨城総支社  株式会社 LuckyFM 茨城放送 

LINE ヤフー株式会社

一般社団法人石岡市医師会 茨城県石油商業組合
石岡支部・八郷支部 東日本旅客鉄道株式会社水戸支社 

東日本旅客鉄道株式会社
石岡駅・高浜駅 石岡市社会福祉協議会 茨城県トラック協会石岡支部 

「5 日で 5,000 枚の約束。」
プロジェクト実行委員会 石岡市歯科医師会 一般社団法人石岡薬剤師会 

茨城県石岡警察署 一般社団法人茨城県環境保全協会 茨城県行政書士会 

物資および資機材提供に関する協定

応急復旧に関する協定

施設提供に関する協定

郵便および情報に関する協定

その他の協定
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八郷地区の家庭から出た食用廃油を回収します
▶河川・霞ヶ浦の水質保全を目的に実施します。

職員がご自宅に伺います。　
柿岡・小幡・葦穂・恋瀬地区　…2 月 19 日木 
瓦会・園部・林・小桜地区　　…2 月 20 日金
申込方法／月～金（祝日除く）午前８時 30 分

～午後 5 時 15 分　電話で申し込み（無料）
申込締切／ 2 月 16 日月
問　総務課（内線 1128・1127）

難
病
患
者
福
祉
見
舞
金

▼
難
病
患
者
（
指
定
難
病
特
定
医

療
費
助
成
の
対
象
３
４
８
疾
病

該
当
者
）
で
、
継
続
的
治
療
が

必
要
と
診
断
さ
れ
た
人
に
、
福

祉
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。
な

お
、
申
請
し
認
定
さ
れ
な
け
れ

ば
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
こ
ち
ら

か
ら
▼

金
額
／
１
人
に
つ
き
年
額
３
万
円

申
請
方
法
／
必
要
書
類
を
添
付
の

上
、
窓
口
へ
直
接
持
参
ま
た
は

郵
送
で
申
請

申
請
期
間
／
３
月
31
日
火
ま
で

（
閉
庁
日
は
除
く
）

※
期
間
内
に
申
請
が
な
い
場
合
は

支
給
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
場
所
／　
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
市
民
窓
口
課

問　
社
会
福
祉
課

　
℡
23
・
５
５
６
９

※※料金の記載のないものは無料※※

　石岡本庁舎　℡ 23-1111 ㈹
〒 315-8640　
　石岡市石岡一丁目 1 番地 1

　八郷総合支所　℡ 43-1111 ㈹
〒 315-0195　
　石岡市柿岡 5680 番地 1

開庁時間：月～金 午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
※水曜日は午後 7 時まで ( 一部業務のみ）

本

支

く
ら
し
・
手
続
き

本

本

子
ど
も
会
な
ど
に

 

資
源
ご
み
回
収
補
助
金

対
象
／
廃
品
回
収
を
年
度
内
に
２

回
以
上
実
施
し
た
団
体

補
助
金
額
／
回
収
重
量
１
㎏
当
た

り
４
円

申
請
期
限
／
2
月
27
日
金

申
請
に
必
要
な
も
の
／ 

①	

取
引
業
者
伝
票
（
原
本
添
付
）  

②
団
体
の
金
融
機
関
口
座
番
号
が

わ
か
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

※
事
前
に
団
体
口
座
の
開
設
を
お

願
い
し
ま
す
。 

問　
生
活
環
境
課

　
℡
23
・
７
３
０
１

　
に
同
乗
し
て
い
た 

・
自
分
自
身
の
過
失
が
大
き
い
事

故
（
過
失
の
割
合
は
問
わ
ず
） 

・
相
手
が
不
明
の
事
故

●
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
給
付

が
使
え
な
い
場
合 

・
通
勤
中
や
業
務
中
の
負
傷
（
労

災
保
険
の
対
象
で
す
） 

・
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転 

・
け
ん
か
や
泥
酔
に
よ
る
負
傷

問　
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
担
当

℡
23
・
５
５
５
７          

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

　
℡
23
・
７
３
１
８ 

　

が
な
い
」「
建
物
・
敷
地
の
管

理
で
困
って
い
る
」
等
の
お
悩
み

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
空
家
・
空

地
バ
ン
ク
は
、
お
持
ち
の
空
き

家
・
空
き
地
を
安
心
し
て
次
の

人
へ
つ
な
ぐ
制
度
で
す
。
所
有

者
の
意
向
に
沿
っ
た
登
録
が
可

能
で
す
。
ま
ず
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
登
録
相
談
の
申
し

込
み
は
こ
ち
ら
か

ら
▼

問　
生
活
環
境
課
空
家
相
談
室

　
℡
23
・
７
３
０
１

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

届
け
出
を

▼
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
自
分
以

外
）か
ら
受
け
た
傷
病
に
つ
い
て
、

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
・
医
療
福
祉
費
支
給

制
度
（
マ
ル
福
）
を
利
用
し
た

場
合
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被

害
届
」 の
提
出
が
必
要
で
す
。

●
第
三
者
行
為
と
は

・
他
人
の
ペ
ッ
ト
に
か
ま
れ
た

・
傷
害
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た

・
相
手
が
い
る
交
通
事
故
な
ど

●
こ
の
よ
う
な
場
合
も
届
け
出
が

　
必
要
で
す

・
自
損
事
故
を
起
こ
し
た
と
き
車

空
家
・
空
地
バ
ン
ク
に

登
録
し
ま
せ
ん
か
？

▼
お
持
ち
の
空
き
家
・
空
き
地
に
つ

い
て
「
こ
の
先
使
用
す
る
予
定

支

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
を
募
集

▼
「
第
６
期
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
」
の
委
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
／
15
歳
以
上
の
市
内
在
住

お
よ
び
市
内
通
勤
ま
た
は
通

学
者

募
集
人
数
／
５
人

報
酬
／
日
額
５
０
０
０
円

※
平
日
昼
間
開
催
・
年
３
回
・
１

日
２
～
３
時
間
程
度
。

任
期
／
２
年
間

申
込
方
法
／
窓
口
へ
直
接・郵
送・

メ
ー
ル
ま
た
は
電
子
申
請
で

応
募
用
紙
を
提
出

※
詳
細
・
申
し
込
み

は
こ
ち
ら
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
▼

く
ら
し
・
手
続
き

相

談

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

講
座
・
教
室

健

康

お
し
ら
せ

募

集

※
交
通
費
別
途
支
給
（
最
短
通
勤

距
離
２
㎞
以
上
の
場
合
）

※
学
校
の
都
合
で
勤
務
時
間
が
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

採
用
面
接
／
２
月
下
旬
予
定

申
込
方
法
／
本
人
が
窓
口
へ
直
接

ま
た
は
郵
送
で
市
指
定
の
履
歴

書
を
提
出

申
込
期
限
／
２
月
13
日
金
ま
で

問　
教
育
総
務
課（
内
線
１
４
６
４
）

申
込
期
限
／
２
月
27
日
金

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

　
℡
23
・
７
３
０
4　
　

『
第
50
回
記
念
』

ち
び
っ
こ
探
検
学
校

ヨ
ロ
ン
島　
参
加
者
募
集

▼
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研

修
協
会
で
は
、
参
加
者
を
全
国

よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
仲
間
（
日
本
人
・
外

国
人
）
と
の
共
同
生
活
や
、
野

外
活
動
を
通
し
て
言
葉
や
習
慣

の
違
い
を
乗
り
越
え
、
協
調
性

や
自
主
性
な
ど
を
養
う
良
い
機

会
で
す
。

定
員
／
日
本
人
１
３
０
人
・
外
国

人
50
人
（
小
学
２
年
～
６
年
生
）

期
間
／
６
泊
７
日
（
３
月
27
日
金

～
４
月
２
日
木
）​

場
所
／
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

参
加
料
／
出
発
地
別
費
用
あ
り

申
込
期
限
／
３
月
５
日
木

※
詳
細
に
つ
い
て
は

こ
ち
ら
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
▼

問
公
益
財
団
法
人　
国
際
青
少
年

研
修
協
会

　
℡
03
・
６
８
２
５・３
１
３
０

令
和
８
年
度

会
計
年
度
任
用
職
員

①
学
校
図
書
館
事
務
員

職
務
内
容
／
司
書
教
諭
の
補
助
業

務
（
学
校
図
書
館
の
設
備
・
運

営
、
読
書
指
導
な
ど
） 

勤
務
条
件
／
月
～
金
の
週
５
日
・

１
日
４
時
間
・
年
間
２
０
５
日

以
内
・
２
校
兼
務
ま
た
は
１
校

専
任

必
要
な
資
格
／
図
書
館
司
書
ま
た

　
は
司
書
教
諭
の
資
格

募
集
人
数
／
13
人
程
度

②
学
校
校
務
員

職
務
内
容
／
来
客
対
応
、
事
務
補

助
、環
境
整
備
、給
食
業
務
（
搬

　
入
・
搬
出
）
な
ど

勤
務
条
件
／
月
～
金
の
週
５
日
・

１
日
7
時
間
・
年
間
２
０
５

日
以
内

対
象
者
／
健
康
な
人

募
集
人
数
／
17
人
程
度 

①
・
②
共
通
事
項

雇
用
期
間
／
令
和
８
年
４
月
～
令

和
９
年
３
月
ま
で

勤
務
場
所
／
市
内
小
中
学
校

報
酬
／
条
例
に
基
づ
き
支
給

冬
季　
硬
式
テ
ニ
ス

　
ス
ク
ー
ル
生
徒
募
集

内
容
／
初
心
者
か
ら
中
級
者
ま
で

ク
ラ
ス
分
け
に
よ
る
基
本
お
よ

び
勝
つ
た
め
の
試
合
方
法
な
ど

対
象
者
／
小
学
４
年
生
以
上

日
時
／
２
月
７
・
14
・
21
・
28
日
、

３
月
７
・
14
日
（
土
・
全
６
回
）

午
前
10
時
～
正
午

　
（
予
備
日
３
月
21
日
土
）

定
員
／
先
着
20
人

参
加
料
／
ス
ポ
ー
ツ
協
会
硬
式
テ

ニ
ス
部
員
５
０
０
円
・
一
般

８
０
０
円
（
１
回
に
つ
き
）

場
所
／
柏
原
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

講
師
／
ア
レ
ッ
ク
ス
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
指
導
員

申
込
方
法
／
メ
ー
ル
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
み

申
込
締
切
／
２
月
10
日
火

問
市
硬
式
テ
ニ
ス
部
事
務
局（
松
塚
）

　
℡
０
９
０・８
５
８
０・６
９
１
８　

　

sasuke_11_23@
arom

a.ocn.
ne.jp

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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募

集

本

支
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講
座
・
教
室

ひ
ま
わ
り
の
館
講
座

①
ひ
ま
わ
り
の
館　
み
ん
な
の

ウ
ィ
ン
タ
ー
・
マ
ル
シ
ェ

日
時
／
２
月
22
日
日

午
前
10
時
～
午
後
４
時

料
金
／
体
験
材
料
費

②
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
エ
ア
ロ

日
時
／
２
月
25
日
・
３
月
４
・

11
・
18
・
25
日
・（
水
・
全
５
回
） 

午
後
４
時
～
５
時

定
員
／
30
人

講
師
／
佐
藤 

直
子 

先
生

①
②
共
通

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

申
込
方
法
／
２
月
１
日
日
～
15
日

日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り

の
館

　
℡
35
・
１
１
２
６

日
時
／
３
月
３
・
10
・
17
・
24
・

31
日
（
火
・
全
５
回
）

　
午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

講
師
／
梅
室 

茂
成 

氏
（
梅
室
整

骨
院
）

場
所
／
青
少
年
ホ
ー
ム
軽
運
動
室

募

集

痛
み
を
創
ら
な
い

姿
勢
改
善
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

令
和
８
年
度
土
浦
産
業
技
術

専
門
学
院
生
徒
募
集

願
書
受
付
期
間
／
１
月
29
日
木
～

３
月
４
日
水

試
験
日
／
３
月
11
日
水

体
験
会
開
催
日
時
／
３
月
１
日
日

　
午
後
１
時
か
ら

※
詳
細
に
つ
い
て
は

こ
ち
ら
の
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
▼

問
茨
城
県
立
土
浦
産
業
技
術
専
門

学
院

　
℡
０
２
９・８
４
１・３
５
５
１

令
和
８
年
度

水
戸
南
高
等
学
校
生
徒
募
集

受
付
期
間
／

①
一
般
入
学
（
新
入
学
）
…
３
月

９
日
月
～
３
月
19
日
木

②
編
入
学
・
転
入
学
…
２
月
27
日

金
～
３
月
３
日
火

※
い
ず
れ
も
土
日　
を
除
く
午
前

９
時
～
午
後
４
時

問
茨
城
県
立
水
戸
南
高
等
学
校

　
通
信
制
職
員
室

　
℡
０
２
９・２
４
７・４
２
８
４

出願期間 試験日

Ｄ日程 ２月 18日水

Ｅ日程 ２月 19日木
～３月 11日水 ３月 18日水

県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門

学
院
入
学
者
募
集

募
集
訓
練
科
／
自
動
車
整
備
科
・

建
築
シ
ス
テ
ム
科
・
電
気
エ
ン

ジ
ニ
ア
科

※
定
員
を
満
た
し
た
訓
練
科
に
つ

い
て
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

試
験
科
目
／
適
性
検
査
・
面
接

※
各
試
験
に
関
す
る

詳
細
は
こ
ち
ら
か

ら
▼

問
県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門
学
院

℡
０
２
９・２
６
９・２
１
６
０

定
員
／
12
人

申
込
方
法
／
２
月
15
日
日
ま
で
に

柏
原
体
育
施
設
管
理
事
務
所

へ
直
接
ま
た
は
電
話

問
柏
原
体
育
施
設

　
℡
23
・
８
１
５
８

内
容
に
つ
い
て

問
（
公
社
）
石
岡
市
地
方
広
域
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
℡
23
・
３
３
９
９

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
？

▼
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に

気
付
き
、
適
切
な
対
応
（
悩
ん

で
い
る
人
に
気
付
き
、
声
を
か

け
、
話
を
聞
い
て
、
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
）
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
人
の
こ
と
で

す
。「
命
の
門
番
」
と
も
言
わ

れ
て
ま
す
。

日
時
／
相
談
の
う
え
決
定

対
象
者
／
市
内
在
住
の
５
人
以
上

の
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い

問
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
43
・
６
６
５
５

祝

～２月12日木

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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情報ネ ッ ト ワ ー ク
INFORMATION

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

※※料金の記載のないものは無料※※

お
し
ら
せ

健

康

募

集

講
座
・
教
室

相

談

く
ら
し
・
手
続
き

成
年
後
見
・
相
続
・
遺
言

無
料
相
談
会

日
時
／
２
月
19
日
木

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

定
員
／
４
組
（
１
組
30
分
程
度
）

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館　
工
作
室

相
談
員
／
司
法
書
士 

安
藤
康
子 

氏

申
込
方
法
／
前
日
の
午
後
４
時
ま

で
に
電
話
で
予
約

問
市
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
℡
22
・
２
４
１
１

相

談

ご
両
親
の
相
談
も
可

無
料
結
婚
相
談
会

日
時
／
２
月
15
日
日

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
／
東
地
区
公
民
館

必
要
書
類
／
身
上
書
・
写
真
（
Ｌ

判
１
枚
）

申
込
方
法
／
予
約
不
要
。
直
接
ご

来
場
く
だ
さ
い

問
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
石
岡
地

域
支
部
（
大
内
）

　
℡
23
・
３
８
２
９

▼
常
陽
銀
行
委
託
の
社
会
保
険
労

務
士
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
／
石
岡
店
：
２
月
５
日
木

　
午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時

～
３
時

　
石
岡
東
店
：
2
月
24
日
火

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分
・
午
後

０
時
30
分
～
３
時

申
込
方
法
／
下
記
の

二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
申
し
込
み
▼

問
常
陽
銀
行　
年
金
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
２
９・３
０
０・２
８
４
４

健

康

【
期
限
間
近
】

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

（
医
療
機
関
）

▼
市
で
は
、
が
ん
検
診
へ
の
費

用
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受

診
券
の
有
効
期
限
は
２
月
末
で

す
。
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
、
ぜ
ひ
受
診
く
だ
さ
い
。

検
診
の
予
約
は
直
接
、
医
療
機

関
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
予
約

の
可
否
に
つ
い
て
は
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

受
診
券
の
申
請
方
法
／

①
電
子
申
請
／
２
月
13
日
金
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
こ
ち
ら

か
ら
▼

②
２
月
13
日
金
ま
で
に
八
郷
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
請

③
２
月
27
日
金
ま
で
に
石
岡
・
八

郷
保
健
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
申

請
し
、
受
診
券
の
受
け
取
り

※
①
②
で
申
請
し
た
場
合
、
受
診

券
は
郵
送
し
ま
す
。

問
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

℡
43
・
６
６
５
５

第
２
回

調
停
手
続
き
無
料
相
談
会

日
時
／
２
月
21
日
土

午
前
９
時
～
正
午

場
所
／
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ

会
館　
分
館
２
階
集
会
室
（
茨

城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
）

水
戸
市
千
波
町
東
久
保
６
９
７

番
地

相
談
内
容
／

・
土
地
、
建
物
に
絡
む
紛
争
、
金

銭
消
費
貸
借
契
等
の
紛
争

・
多
重
債
務
に
関
す
る
こ
と

・
夫
婦
関
係
、
離
婚
、
親
族
間
の

紛
争
、
子
の
養
育
、
扶
養

・
相
続
、
遺
産
分
割
に
関
す
る
紛
争

・
民
事
、
家
事
の
調
停
手
続
き

相
談
担
当
者
／
民
事
調
停
委
員
、

家
事
調
停
委
員

問
水
戸
調
停
協
会　
普
及
委
員
会

℡
０
８
０・４
８
３
８・０
２
０
２

企
画
展
開
催

「
藤
田
嗣
治 

絵
画
と
写
真
」

日
時
／
２
月
10
日
火
～
4
月
12
日

日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
5
時

※
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。

※
月
曜
休
館
（
２
月
23
日
月　
は

開
館
。
翌
日
休
館
）。

場
所
／
茨
城
県
近
代
美
術
館

料
金
／
一
般
：
１
３
６
０
円

　
満
70
歳
以
上
：
６
８
０
円

　
高
校
生
：
１
１
３
０
円

　
小
中
生
：
５
５
０
円

※
企
画
展
に
関
す
る

詳
細
は
こ
ち
ら
か

ら
▼

問
茨
城
県
近
代
美
術
館

　
℡
０
２
９・２
４
３・５
１
１
１

祝

お
詫
び
と
訂
正

広
報
い
し
お
か
１
月
１
日
号
「
Ｐ

27 

ま
ち
の
話
題
」
の
記
事
中
の

氏
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
小
林
由
希
さ
ん

【
正
】
小
林
由
季
さ
ん

常
陽
銀
行

　
　
　
無
料
年
金
相
談
会

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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情報ネ ッ ト ワ ー ク
INFORMATION※※料金の記載のないものは無料※※

お
し
ら
せ

聞
き
直
し
対
象

２
月
６
日
金

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

▼
地
震
や
台
風
、
武
力
攻
撃
な
ど
の

非
常
事
態
に
備
え
、
全
国
一
斉

情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

※
今
回
の
試
験
放
送
で
は
、
緊
急

地
震
速
報
音
は
流
れ
ま
せ
ん
。

日
時
／
２
月
６
日
金
午
前
11
時

情
報
伝
達
手
段
／
①
防
災
行
政

無
線
②
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
③

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

放
送
内
容
／
♪
上
り
チ
ャ
イ
ム

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
（
３
回
）」

♪
下
り
チ
ャ
イ
ム

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J
ア

　
ラ
ー
ト
）
と
は
…
国
民
保
護
情

　
報
、
特
別
警
報
、
緊
急
地
震
速

　
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
瞬
時
に

　
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

大
地
震
を
想
定

・「
ま
ず
低
く
」「
頭
を
守
る
」「
動

か
な
い
」
の
三
つ
の
安
全
確
保

行
動
を
す
る

・
身
近
に
あ
る
倒
れ
る
も
の
、
落

ち
る
も
の
な
ど
を
確
認
す
る

・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
危
険
個
所

や
避
難
所
な
ど
を
確
認
す
る

石
岡
・
八
郷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

令
和
８
年
度
給
食
物
資

納
入
希
望
者
募
集

届
出
資
格
／
学
校
給
食
取
扱
業
者

（
個
人
ま
た
は
法
人
）

給
食
物
資
／
鶏
肉
類
・
豚
肉
類
・

野
菜
類
・
乾
物
類
・
調
味
料
類
・

冷
凍
食
品
類
・
そ
の
他

提
出
書
類
／

①
給
食
物
資
納
入
指
名
参
加
願

②
市
税
完
納
証
明
書
な
ど

※
法
人
の
場
合
は
法
人
分
の
み
。

証
明
書
申
請
時
に
給
食
物
資
指

名
参
加
願
に
使
用
す
る
旨
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

③
食
品
衛
生
監
視
票
の
写
し

※
肉
類
に
つ
い
て
は
４
年
以
内
の

も
の

※
事
前
に
保
健
所
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

④
石
岡
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
関

す
る
誓
約
書

申
込
方
法
／
２
月
２
日
月
〜
17
日

火
の
間
に
問
い
合
わ
せ
の
上
、

提
出
書
類
を
窓
口
へ
提
出

問
石
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

℡
22
・
６
２
８
６

　
八
郷
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

℡
36
・
５
２
５
２

ボ
イ
ラ
ー
関
係
講
習

①
普
通
第
一
種
圧
力
容
器
取
扱
作

業
主
任
者
技
能
講
習

日
程
／
３
月
４
日
水
・
５
日
木

申
込
方
法
／
２
月
２
日
月
〜
６
日

金
ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵
送

②
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

日
程
／

学
科
・
３
月
12
日
木
・
13
日
金

実
技
・
３
月
14
日
土

申
込
方
法
／
２
月
９
日
月
〜
16
日

月
ま
で
に
直
接
ま
た
は
郵
送

①
②
共
通

会
場
／
水
戸
市
（
茨

城
県
Ｊ
Ａ
会
館
）

※
詳
し
く
は
こ
ち
ら
▼

問
（
一
社
）
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
茨

城
支
部

℡
０
２
９・２
２
５・６
１
８
５

令
和
７
年
度
夏
休
み
の
作
品

〇
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
最
優
秀
賞

　
小
学
校
低
学
年
の
部

　
柿
岡
小
学
校
１
年　
鴻
巣
匡ま

さ
き希

〇
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
（
第
77
回
）
文
部
科

学
大
臣
・
総
務
大
臣
賞

　
石
岡
中
学
校
２
年　
中
里
彩あ

や
ね音

○
第
44
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
茨
城
大
会

優
秀
特
別
賞
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放

送
局
長
賞
）　
「
言
葉
に
宿
る

温
度
」

石
岡
中
学
校
３
年　
小
池
亮り

ょ
う

優
良
賞　
「
差
別
と
向
き
合
っ

て
」
石
岡
中
学
校
３
年　
国
井

ア
イ
リ
ン

理
科
教
育
に
関
す
る
こ
と

○
い
ば
ら
き
理
科
教
育
振
興
事
業

表
彰
校　
石
岡
中
学
校

○
い
ば
ら
き
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ッ
ズ

育
成
事
業
「
科
学
の
甲
子
園

キ
ッ
ズ
」

金
賞　
南
小
学
校　
ベ
イ
マ
ッ

ク
ス

銀
賞　
南
小
学
校　
３ス
リ
ーワ
ラ

銅
賞　
柿
岡
小
学
校　
ど
ら
や

き

本
問　
防
災
危
機
管
理
課

℡
23
・
７
２
８
４

行
政
書
士
無
料
相
談
会

日
時
／
２
月
21
日
土

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館

内
容
／
遺
言
、相
続
、許
可
申
請
、

成
年
後
見
関
連
手
続
な
ど

※
前
日
ま
で
に
電
話
で
の
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
茨
城
県
行
政
書
士
会
県
南
支
部

℡
43
・
０
３
５
６
（
若
山
）

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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健

康

相

談

募

集

募

集

健

康

く
ら
し
・
手
続
き

講
座
・
教
室

お
し
ら
せ

叙勲・褒章叙勲・褒章 秋の叙勲・褒章・危険業務従事者叙勲・高齢者叙勲で、石岡市
からは次の方々が永年の功績により、晴れの栄誉に輝きました。

受章おめでとうございます

危険業務従事者叙勲

秋の褒章

黄綬褒章
堀川 一

か ず み

巳 氏
（日立インダストリアルプロダクツ機械
システム事業部製造部安全・改善係員）

秋の叙勲

瑞宝双光章
村上 朝

あさ お
雄 氏

（元公立中学校長）

瑞宝単光章
鈴木 直

なお と
人 氏

（元石岡市消防団副団長）

瑞宝単光章
櫻井 健

けん
 氏

（元石岡市消防団長）

高齢者叙勲

瑞宝双光章
関根 忠

ただし
 氏

（元石岡市消防司令長）

瑞宝双光章
生田 栄

えいいち
一 氏

（元警視庁警部）

瑞宝単光章
小吹 正

まさあき
明 氏

（元准空尉）

瑞宝双光章
井川 宏

ひろし
 氏

（元石岡市立石岡小学校長）

危険業務従事者叙勲

瑞宝単光章
関 和

かずゆき
幸 氏

（元県警部）

瑞宝単光章
関谷 大

だいすけ
輔 氏

（元３等空尉）
【本人の希望によりお名前のみのご紹介】
【危険業務従事者叙勲】瑞宝双光章：吉田 康

やす お
夫 氏（元警察官）

瑞宝単光章
岩谷 泰

やすひろ
宏 氏

（元准空尉）

瑞宝単光章
小山 良

よし お
夫 氏

（元准空尉）

※令和 7年 12月 1日時点で授与
された方をご紹介しています。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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お
し
ら
せ

日
時
／
２
月
17
日
火

　
午
後
０
時
50
分
～
3
時
30
分

場
所
／
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

申
込
方
法
／
1
月
28
日
水
２
月
16
日

月
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡
に

て
申
し
込
み
（
事
前
予
約
制
）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
石
岡

　
℡
26
・
８
１
４
１

企
業
１
団
体
・

  

統
計
調
査
員
８
名
が
受
賞

▼
令
和
７
年
度
茨
城
県
統
計
功
労

者
表
彰
式
が
、
茨
城
県
庁
で
開

催
さ
れ
、
統
計
調
査
に
尽
力
さ

れ
た
団
体
及
び
調
査
員
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た（
順
不
同・敬
称
略
）。

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

　
ア
イ
ガ
電
子
工
業
㈱
石
岡
工
場

【
茨
城
県
知
事
表
彰
】
永
盛
武
子

【
茨
城
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰
】

　
武
川
好
德
・
田
山
清
明

　
小
松
﨑
豊
・
成
井
貞
夫

　
金
本
俊
夫
・
足
立
眞
由
美

　
細
井
恒
雄

問
　
人
口
創
出
課

　
℡
23
・
７
２
７
８

障
害
者
就
職
面
接
会

 （
県
南
会
場
）
の
お
知
ら
せ

大
会
結
果

令
和
７
年
度
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
長
杯
サ
ッ
カ
ー
大
会

令
和
７
年
11
月
8
日
／
茨
城
電
設

ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
石
岡

６
年
生
の
部
優
勝
／
F
C
石
岡

令
和
７
年
度
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
本
部
長
杯
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

令
和
７
年
11
月
８
日
／
茨
城
電
設

ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
石
岡

４
年
生
以
下
の
部
優
勝
／

　
長
谷
川
朔さ
く
と斗
・
木
村
葵あ
お
と斗

　
（
い
ば
ら
き
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
）

５
年
生
の
部
優
勝
／

　
原
田
悠ゆ
う
せ
い世・
宇
野
瑛え
い
た太

　
（
い
ば
ら
き
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
）　

６
年
生
男
子
の
部
優
勝
／

　
池
松
泰だ
い

・
伊
藤
海か
い
せ
い晴

　
（
い
ば
ら
き
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
）

６
年
生
女
子
の
部
優
勝
／

　
吉
川
朋と
も
か花
・
吉
田
愛め
い彩

　
（
東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

令
和
７
年
度
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
本
部
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

令
和
７
年
11
月
16
日
／
茨
城
電
設

ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
石
岡

優
勝
／
吉
生

月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

令
和
７
年
11
月
27
日
／
鹿
の
子
健

康
広
場

優
勝
／
城
南
チ
ー
ム

令
和
７
年
度
石
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
協

会
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦（
部
長
杯
）

令
和
７
年
４
月
20
日
～
12
月
7
日
／

　
柏
原
サ
ッ
カ
ー
公
園
サ
ッ
カ
ー
場

優
勝
／
小
川
F
C

本

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
（
無
料
相
談
）

日
程
／
２
月
２
日
月
～
27
日
金

　
（
土
日　
を
除
く
）

場
所
／
県
内
の
司
法
書
士
事
務
所

内
容
／
相
続
登
記
に
関
す
る
相
談

申
込
方
法
／
各
司
法
書
士
事
務
所

に
直
接
連
絡
（
要
事
前
予
約
）

※
相
談
時
間
30
分
。

問
茨
城
司
法
書
士
会

　
℡
０
２
９・２
２
５・０
１
１
１

祝

市教育委員会委員・監査委員・公平委員会委員が選任市教育委員会委員・監査委員・公平委員会委員が選任
　市では各委員の任期満了に伴い、12市では各委員の任期満了に伴い、12
月 18日に開かれた第4回石岡市議会月18日に開かれた第4回石岡市議会
定例会本会議において、教育委員会委定例会本会議において、教育委員会委
員に平方亜弥子氏、監査委員に出澤純員に平方亜弥子氏、監査委員に出澤純
夫氏、公平委員会委員に奥庭修氏を選夫氏、公平委員会委員に奥庭修氏を選
任する人事案件の同意を得て、それぞ任する人事案件の同意を得て、それぞ
れ任命しました。任期はいずれも令和れ任命しました。任期はいずれも令和
7年 12月 20日から４年間です。7年 12月 20日から４年間です。

公平委員会委員
奥
お く に わ

庭 修
しゅう

 氏
監査委員

出
い で さ わ

澤 純
す み お

夫 氏
教育委員会委員
平
ひ ら か た

方 亜
あ や こ

弥子 氏

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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相

談

相

談

募

集

講
座
・
教
室

お
し
ら
せ

200 万円以上の工事の入札結果を掲載しています（単位：万円）12 月の入札結果
問　契約検査課　℡ 23-7286本健

康

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

事業名〔履行場所〕 予定価格 落札金額 請負業者

令和７年度   石岡の陣屋門自動火災報知設備設置工事【総社一丁目 2 番 5 号】 435 430 狩谷電機（株）

Ｒ 7 単・東府中地内　マンホールポンプ設置工事 【東府中】 1,757 1,329 昱（株） 

Ｒ７市道 A3367 号線 ( 駅前・東ノ辻線 ) 道路改良工事   【石岡】    4,950 4,499 白田組土木（株）

Ｒ７単・市道 A5347 号線　道路舗装工事【東田中】 1,597 1,436 総合開発（同）

Ｒ７単・市道 B0107 号線　道路舗装工事 【吉生】 1,157 1,039 市村土建（株）

Ｒ７単・瓦谷地内　排水路整備工事【瓦谷】 221 220 （株）足立工務店

　11月 25 日～ 26日の２日間、八郷総合運動公園におい
て、筑西広域市町村圏事務組合消防本部と石岡市消防本部
による山岳救助合同訓練が行われました。
　山での事故を想定した４つの想定訓練が行われ、雨が強
く降る中でも、両消防本部の隊員が互いに声を掛け合い、
協力しながら訓練に取り組みました。隊員たちは、それぞ
れの役割を確認し、さまざまな資器材を使って、傷病者に
寄り添いながら丁寧かつ安全に救助を行っていました。
　今回の訓練を通して、いざという時に市民の命を守るた
めの連携と技術を高めました。

令和 7 年度山岳救助合同訓練が行われました 

お
し
ら
せ

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の

ご
検
討
を

▼
過
去
の
大
地
震
に
お
け
る
火
災

原
因
の
半
数
以
上
が
電
気
に
関

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
大
切
な
我
が
家
と
ご

家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
、
感

震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
こ
ち
ら

か
ら
▼

問
石
岡
市
消
防
本
部
予
防
課

　
℡
27
・
６
１
２
５

第
53
回
筑
波
山
梅
ま
つ
り

▼
梅
林
の
約
１
０
０
０
本
の
梅
の
木

と
筑
波
石
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、

筑
波
山
な
ら
で
は
の
趣
あ
る
景

観
と
な
っ
て
お
り
、
梅
林
最
上
部

の
展
望
あ
ず
ま
や
か
ら
は
、
つ

く
ば
の
街
並
み
を
見
渡
せ
ま
す
。

日
程
／
２
月
７
日
土
～
３
月
15
日
日

※
梅
ま
つ
り
に
関
す

る
詳
細
は
こ
ち
ら

か
ら
▼

問
筑
波
山
梅
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
℡
０
２
９・８
６
９・８
３
３
３　

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄



生産者向けの有機農業講演会を開催します！
▶生産者向けの講演会「有機農業の可能性を探
る～ゼロから始める有機農業～」を開催しま
す。有機農業についての基礎から始まり、慣
行農業から有機農業に転換をした農業者の事
例発表やパネルディスカッションなど、実際
に有機農業に携わる生産者の声を聞くことが
できます。
日時：２月 13日金　
　午後２時～４時 10分（午後１時 30分開場）
場所：中央公民館第一・第二講座室
定員：100 名（定員になり次第受付終了）。
申込方法：２月９日月までに、①②いずれかの
方法にて申し込み（事前申込制）。
　①電話　②電子申請
※電子申請は右記二次元コードから▶
問　農政課（内線 1150）支

※※料金の記載のないものは無料※※

高浜郵便局が恋瀬小で手紙の書き方講座を開催市内郵便局が恋瀬小で手紙の書き方講座開催

　12月 9日火、恋瀬小学校で2・3年生を対象
に高浜郵便局・瓦会郵便局・林郵便局・石岡郵
便局による「手紙の書き方講座」が行われました。
　授業では、「10年後への手紙」を題材に、宛名
や文章の書き方、手紙を書く際の大切なポイント
について、分かりやすく説明していただきました。
　児童たちは、分からないことを積極的に質問
しながら学び、実際に、はがきに文字を書く体
験にも取り組みました。参加した児童からは「知
らなかったことをたくさん知ることができてう
れしかった」といった
声が聞かれ、手紙を書
く楽しさを感じること
ができる時間となりま
した。

府中中学校で交通安全教室を開催

　12 月 10 日水、府中中学校で交通安全教室
が行われました。
　当日は「ながらスマホ」など日常で起こりや
すい危険行為について、プロのスタントマンに
よる事故再現が行われました。目の前で実演を
見ることで、こうした行為が重大な事故につな
がる危険性を実感する機会となりました。
　参加した生徒からは「安全に気を付けること
の大切さを改めて学んだ」との声が聞かれ、交
通安全への意識を高める教室となりました。
　今回の学びを、日々
の安全行動につなげて
いくことが期待されま
す。

国府中学校で防災教室と避難訓練を実施
　国府中学校は恋瀬川に近く、市内の公立中学
校で唯一、浸水の恐れがある地域に位置してい
ます。そのため、水害を「起こり得る災害」と
捉え、生徒の命を守ることを最優先に、毎年防
災教室と避難訓練を継続して実施しています。
　当日は体育館で水害の特徴や早期避難の重要
性について学んだ後、避難先の石岡小学校まで
実際に移動し、災害時を想定した避難経路や注
意点を確認しました。
　生徒たちは「もし
も」を意識し、災害
時に自ら判断し行動
する大切さを学びま
した。

【写真】
避難経路を確認しながら行われた避難訓練の様子。

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄
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●いしおか雛巡り「歴史絵巻情景飾り」
▶情報センター特設ステージで、お雛様たちが
繰り広げる圧巻の歴史絵巻
期間：2月 14日土～３月３日火
※まちかど情報センターは、３月 8日日まで。　　　
※雛巡り中は木曜日も開館します。
●ボランティア募集中
▶いしおか雛巡りにむけて、一緒にお雛様を
飾っていただける方を募集しています。学生・
主婦の方大歓迎です。
●第サン・ド曜日の市　サンド市
日時：2月 21日土　午前 11時～午後３時
内容：中古ラジオなど掘り出し物を販売
※参加者募集中。

●デジタルで困りごと相談＆学習会
※２月はお休みです。
●２月のコミュニティ
※ちりめん細工、折り紙教室ともに、ひな情
景飾り展示の為お休みとなります。

く
ら
し
・
手
続
き

相

談

募

集

講
座
・
教
室

健

康 まちかど情報センターニュース

いしおかセレクション
石岡市ふるさと応援寄附

問ふるさと納税・財産活用課　℡ 23-7294

田上フーズ
　田上フーズでは、自家栽培や地元産
のもち米を使用し、揚げ餅を中心に、
たがねもちや梅干しなどを製造・販売
しています。
　主力商品の揚げ餅は、色むらが出な
いよう細かな温度管理を行い、乾燥に
も気を配っているそうです。商品名に
はお孫さんの名前を用いるなど、家族
への思いも込めた商品づくりも田上
フーズの特徴のひとつです。
　代表の田上敏文さんは、「お客様か
ら美味しいと言っていただけることが
何よりの喜びとやりがいです」と話し
てくれました。

【店舗概要】
田上フーズ
住所：石岡市村上 220-3
電話：0299-24-4657
定休日：不定休

▲製造商品▲代表の田上敏文さんと奥様

お
し
ら
せ

田上フーズの
ふるさと納税返礼品はこちら　

　田上フーズの揚げ餅は、揚げ餅
に最適な乾き具合を見極め、時間
をかけてじっくり揚げることでも
ち米本来の旨味を引き出していま
す。その丁寧な製法により、心地
よいサクサク感を実現。全ての工程を大切に行うこと
で、多くの方から愛される商品が製造されています。
　味は「しょうゆ味」「のりしょうゆ味」「さくさくの
りしょうゆ味」「一味唐辛子味」の４種類あり、食べ
始めたらやみつきになる揚げ餅です。

問まちかど情報センター（木曜休館）
住所：国府 3-1-16　電話：27-5171
開館時間：午前 9時～午後 7時
※変更・中止または休館の可能性あり

イ
ベ
ン
ト
・
催
し
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▲石岡市のふるさと納税
についてはこちら



広報いしおか　2026.2.1（No.488）　22

石岡市の子育て情報をお届けします！

あなたも里親になりませんか？

里親についてのお話し会を開催します。
『里親制度』はさまざまな理由により親元を離れて暮らす子ども
たちを、自分の家に迎え入れ、さまざまな支援を受けながら育て
る制度です。

①つくば同仁会こどもセンター　②（社福）慶育会　茨城育成園
　日にち：２月15日日　　　　　　日にち：３月29日日
①②共通
時間：午前10時～正午
定員：各回10人程度
申込方法：開催日の1週間前までに
　　　　　お申し込みください▶

問さくらの森乳児院　℡ 080-8434-3329

市長と語ろう会 シリーズ43
団体：石岡ハーモニーネット  開催日：11 月 26 日　参加者：８人
テーマ：
・若い家族が移住しやすい市になることを目指しての取り組みについて
・「歴史のまち」としての歴史史跡などの保存について
・自然環境を守るための取り組みについて
「参加者から出た意見」
・縦割りになりすぎないよう、課の業務に

ついては、課内職員が幅広く理解しても
らえるとありがたい。

・本市は「歴史のまち」として知られてい
るが、歴史・文化施設の案内看板のなか
には、壊れているものが見受けられるた
め、順次対応してほしい。

・各地区公民館で開催されている講座やイ
ベントについては、どこかの公民館に集
約して開催する形も有効ではないか。

お子さんの成長が記録
できる母子健康手帳機
能のほか、予防接種ス
ケジューラー機能、子
育てに関する情報の検
索など役立つ機能を搭
載しています。詳しく
は二次元コー
ドからご確認
ください▶

子育て応援アプリの
登録はお済みですか？
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問消費生活センター（市役所本庁舎内）℡ 22-2950
受付時間／月～金
午前10時～正午・午後１時～４時30分

消費生活ホットライン

リチウムイオン電池の膨張、発煙・発火に注意
事例

約３年前にネット通販で購入
したリチウムイオン電池を使用
した自転車用ライトが、走行中
に突然爆発し、腹部にやけどを
負った。

スマホ用のモバイルバッテリーがすごく膨ら
んできて怖い。廃棄したいが危険性もあるかもし
れない。どこに廃棄すべきか。
・リチウムイオン電池は小型大容量、繰り返しの

使用が可能などの利点から、モバイルバッテ
リーやワイヤレスイヤホン・スピーカーなど、
身の回りの様々な商品に搭載されています。し
かし便利な一方で電池の発煙・発火事故も発
生しています。

・製造・販売元や形式が明示されていない商品や、
仕様が不明確な商品を購入するのは避けまし
ょう。充電器やモバイルバッテリーは、PSE
マークの表示を確認しましょう。

・充電は適切な充電器を使用し、もし充電端子が
過熱したり異臭がした際は直ちに使用を中止
しましょう。

・落下などで電池に衝撃が加わると、発煙・発火
を伴う事故につながる可能性も考えられます。
持ち運びや保管の際は取り扱いに注意し、電
池に膨張がみられたら使用を控えましょう。

・廃棄する際は、必ず石岡市の分別ルールに従い
ましょう。取り外し可能なバッテリー等は販
売店でリサイクル回収をしてくれる場合もあ
ります。

さば缶のじゃがいもおやき

・じゃがいもで生地を作ることで食物繊維とビタ
ミンC、カリウム量がアップ！

・ビタミンCはサバ缶に含まれるカルシウムや鉄
分の吸収をよくし、カリウムは体内の余分な
ナトリウムを排泄し、むくみを改善する効果
も期待できます。

～作り方～
①じゃがいもは皮を剥き、すりおろす。にらは、ざく切り

にする。
②ボウルにサバ缶とAを入れ混ぜ合わせる。
③熱したフライパンにごま油を入れ、②をスプーンで

すくい入れ、両面こんがりと焼く。（６枚焼く）
④お好みでしょうゆ、酢、ラー油、からしなどを混ぜた

タレを添える。

point!サバ水煮缶（汁ごと）     1 缶（200ℊ）
じゃがいも　　　  2 個
にら　　　　　　１束
小麦粉　　　　　 大さじ２

ごま油　　　　　　　　大さじ１

・しょうゆ、酢、ラー油、練りからし
などお好みで

A

～食材料～（３人分）

（1人分：エネルギー246kcal　食塩相当量0.6ｇ）
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【2月の休館日】
２日月、９日月、11日水 、15日日、16日月、
23日月　、24日火、26日木
※２月 15日日は、石岡つくばねハーフマラソン
のため、中央図書館・こども図書館本の森のみ休
館となります。
イベント情報、資料検索・予約は図書館ＨＰで▶

日時：３月１日日　午後１時３０分～３時
場所：石岡市立中央図書館　３階　読書室
定員：20名（無料）
対象：小学 3年生以上中学生まで
※申し込み方法や持ち物など、
詳しくは図書館ホームページを
ご確認ください。

【こども図書館本の森】
  7 日土　おはなし玉手箱（午前 10時～）
12日木　ひよこのおはなしかい

（午前 10時 30分～）
21日土 むかしむかしのおはなし会（午前10時～）
【郷の本棚やさと図書館】
14日土　おはなしフレンズ（午後２時 30分～）

　
前
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し
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取
り
上

げ
ま
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。
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。
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解
き
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い
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ふ
る
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館
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画
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「
吾
輩
は
土
器
で
あ
る
。
名
前
は
も
う
あ
る
。
ど

こ
で
生
れ
た
か
凡
そ
見
当
が
つ
く
。」　

期
間
／
４
月
５
日
日
ま
で

場
所
／
石
岡
市
立
ふ
る
さ
と
歴
史
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
社
１
‐
２
‐
10
）

休
館
日
／
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

シリーズ243 

「遺物の整理　其の弐」
問文化振興課（支所）
℡ 43-1111（内線 1456）

▲図面をもとに作成された報告書。
人々のくらしに迫ることができます。

図書や視聴覚資料等の貸出期間は 14日間です。
返却期限が過ぎてしまうと、次に読みたい人が読めな
くなってしまいます。
たくさんの人が読めるように返却期限を守りましょ
う。

返却期限を守りましょう

２月のおはなし会

絵本作家　村田夏佳さんと一緒に
ぬりえをしよう♪

ブックパック貸出します♪
図書館司書が自信をもっておすすめする大人向けの
本のお楽しみパックを2月6日金から貸出します。
（中央図書館）

し ば い ぬ の ぬ り え

祝
祝
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スポーツ協会だより
第24回

「石岡ソフトテニス連盟」
　私たちは、毎週日曜日に、柏原野球場に私たちは、毎週日曜日に、柏原野球場に
隣接するテニスコートで、午前はストローク、隣接するテニスコートで、午前はストローク、
サーブ、レシーブ、ボレー、などの基本練習、サーブ、レシーブ、ボレー、などの基本練習、
午後はゲームを楽しんでいます。午後はゲームを楽しんでいます。
　初心者テニス教室を開催したり、石岡地　初心者テニス教室を開催したり、石岡地
方中学生大会や、他クラブチームとの交流会、方中学生大会や、他クラブチームとの交流会、
市民大会など毎年計画して行っています。市民大会など毎年計画して行っています。
　テニスが大好きという共通の思いでプ　テニスが大好きという共通の思いでプ
レー出来ることが、心身の健康維持に役立っレー出来ることが、心身の健康維持に役立っ
ていることや、年代を越えてコミュニケーていることや、年代を越えてコミュニケー
ションの場になっています。ションの場になっています。
　クラブでは随時会員を募集しています。　クラブでは随時会員を募集しています。
　一緒に楽しく活動しましょう。　一緒に楽しく活動しましょう。

問問石岡ソフトテニス連盟石岡ソフトテニス連盟（川﨑）（川﨑）
　℡℡ 23-887423-8874



広報いしおか　2026.2.1（No.488）　26

まちの話題まちの話題

　石岡警察署は、大規模災害発生時の警備体制強化を
目的に、有限会社昭和自動車および東京電力パワーグ
リッド株式会社土浦支社と、施設使用に関する協定を
締結しました。昭和自動車の施設駐車場は、警察災害
派遣部隊の活動拠点として、東京電力パワーグリッド
土浦支社石岡事務所の一部は、代替警察施設として使
用されます。これにより、発災以降、円滑な災害警備
活動が可能となります。石岡警察署では、今後も関係
機関と連携し、地域の安全確保に取り組んでいきます。

災害警備体制の強化へ
石岡警察署が民間事業者 2社と
施設使用協定を締結

▲【写真左】左から石岡警察署 岡崎署長と有限会社昭和自動車 岡野
代表取締役。【写真右】左から石岡警察署 岡崎署長と東京電力パワー
グリッド株式会社土浦支社 前田支社長。

▲被爆体験を伝える講師の話に、真剣に耳を傾ける府中中学校 2年
生の生徒たち。

戦争と被爆の記憶を聞く特別授業
府中中学校など市内全中学校で
平和学習を実施
　12月9日（火）府中中学校で「被爆体験伝承者等派
遣事業 講話～平和について考える～」が行われ、広島
県から被爆体験を伝える講師を招きました。府中中学
校の2年生は対面で、市内4中学校（石岡中・国府中・
園部中・八郷中）の2年生はオンラインで参加し、戦
争の悲惨さや平和の尊さについて学びました。生徒から
は「原爆の恐ろしさを改めて知った」「平和の大切さを
実感した」といった感想が寄せられました。
　市では、今後も平和について考える学習の機会づくり
を進めていきます。

　11 月 30 日（日）関川地区ふれあいセンターで、
日本赤十字社を講師に招いた防災セミナーが開催され
ました。井関地区の区長を中心に地域が主体となって
企画され、地区住民の皆さんが参加しました。
　当日は、災害時の心構えや家庭でできる防災対策に
ついて具体例を交えた説明が行われ、参加者からは「日
頃の備えの大切さを改めて感じた」との声が聞かれま
した。また、あわせて石岡警察署による防犯に関する
セミナーも行われ、地域での見守りの重要性が紹介さ
れました。

地域主体で防災を学ぶ
日本赤十字社による
　　　　　防災セミナーを開催

▲日本赤十字社の講師から防災についての説明を受ける参加者の皆さ
ん。
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　12 月 17 日（水）石岡中学校で、1年生を対象に
男女共同参画出前講座「将来について考える～自分ら
しい職業につくために～」が開催されました。
　当日は、茨城県ダイバーシティ推進センター「ぽら
りす」の講演のほか、市内企業や地域で活躍するゲス
トの方々から、多様な働き方や職業についての話があ
りました。生徒たちは、性別にとらわれない進路選択
について理解を深め、自分らしい将来を考える機会と
なりました。

将来を考える出前授業
石岡中学校で
男女共同参画出前講座を実施

市制施行 20周年を祝う春巡業
大相撲石岡場所開催に向け
　　　　　　　市長を表敬訪問

▲左から松永実行委員長・立浪親方（元小結 旭豊）・谷島市長。大相
撲石岡場所では、多くの来場者が期待されます。

　4月 20日（月）に茨城電設スポーツアリーナ石岡
で開催される「石岡市市制施行 20周年記念 令和 8
年度春巡業 大相撲石岡場所」に向け、大相撲石岡場
所実行委員会の皆さんが谷島市長を表敬訪問しまし
た。当日は、谷島市長のほか、日本相撲協会の立浪親
方（元小結 旭豊）、大相撲石岡場所実行委員会の松永
実行委員長が出席し、開催への意気込みや準備状況に
ついて報告が行われました。谷島市長は「我が国の伝
統文化を象徴する大相撲の巡業を本市で開催いただけ
ることは、市民にとって大きな栄誉です」と話しまし
た。

　11月 25 日（火）八郷総合支所で小中学生交流の
集い「石岡市子ども会議」が開催されました。
　「ふるさと学習から学び、市へ提言したいこと」を
テーマに、市内各校の代表がプレゼンテーションを行
い、市内全中学生はオンラインで参加しました。
　市への提言発表では、市内 5つの中学校と石岡第
二高等学校が、石岡市への提言として 6つのアイディ
アを発表。市職員との対話を通して生徒たちは石岡市
の取り組みや魅力、課題について理解を深めました。

ふるさと学習から未来を考える
小中学生交流の集い
　　　　　「石岡市子ども会議」

▲石岡市の未来について意見を発表する生徒たち。

▲多様な働き方について話を聞く石岡中学校 1年生の生徒たち。
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◀

環境にやさしい植物油インキを使用しています。 見やすいユニバーサルデザインフォントを使用しています。

※年齢・月齢は写真撮影時のものです。

＼わがやのアイドル大募集！／
お子さんの写真を広報紙に掲載してみませんか？
市内在住で、小学校入学前のお子さんを募集
しています。右の二次元コードを読み込み、
スマートフォンからご応募ください▶
問秘書広聴課わがまち発信室　℡ 23-7275

わが家のアイドル 笑う笑顔がえ
びす顔
無病息災で、育って欲しい。

（東大橋）
川波　楼

るいと
音ちゃん

（０歳３カ月）
いたずら小僧で、3度のご飯より
アンパンマンだーい好き♥ 
真っ直ぐな子に育って欲しい。

（東大橋）
川波　朔

さ き と

音ちゃん
（３歳７カ月）

◆アンケート
Ｑ１　今月号でよかった内容や写真があれば教えてください。
Ｑ２　取り上げてほしい内容や企画があれば教えてください。
Ｑ３　お気に入りの場所やおすすめのお店を教えてください。
※いただいたご意見は紙面に掲載する場合があります。また、ご意見に
　は個別回答いたしませんのでご了承ください。
◆応募方法
①メール・二次元コードで応募
kouhou@city.ishioka.lg.jp
（タイトルは「2 月号読者アンケート応募」とする）
②ハガキで応募
〒 315-8640　石岡市石岡一丁目 1番地 1
石岡市役所　秘書広聴課わがまち発信室　宛

読者アンケート 「アンケートの回答・住所・氏名・ペンネーム・年齢」を
明記の上、ご応募ください。

2/20
必着

※回答者の中から抽選でプレゼントが当たります。
当選は発送をもってかえさせていただきます。

優しく妹思いのお兄ちゃん。あっ
という間に来年は小学校。
いつも幸せをくれてありがとう。

（石岡）
内田　新

あらた

ちゃん
（5歳 11カ月）

るいくんの力もち （10名様）

人の動き【住民基本台帳1/1現在】   人口増減の内訳

※カッコ内は前月比

男 性 34,548 人 （0）
女 性 34,644 人 （-14）
計 69,192 人 （-14）

世帯数 32,143 世帯（+10）

出 生 30人
死 亡 89人
転 入 168人
転 出 　  123 人
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